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四
月
七
日
投
開
票
の
北
海
道
知
事
選
で
、
前
夕

張
市
長
の
鈴
木
直
道
氏
が
元
衆
院
議
員
の
石
川
知

裕
氏
を
下
し
て
初
当
選
し
た
。鈴
木
氏
は
三
八
歳
。

戦
後
の
全
国
の
歴
代
知
事
で
四
番
目
の
若
さ
で
、

現
役
知
事
と
し
て
は
最
年
少
。
ま
た
、
市
町
村
長

経
験
者
が
北
海
道
知
事
に
な
る
の
は
初
め
て
だ
。

全
国
唯
一
の
財
政
再
生
団
体
の
か
じ
取
り
を
し
て

き
た
経
験
と
、
そ
の
若
々
し
い
感
性
を
道
政
運
営

に
生
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

今
回
の
知
事
選
の
過
程
を
眺
め
て
い
て
、
驚
い

た
こ
と
が
あ
る
。
今
年
一
月
、
自
民
党
道
連
の
知

事
候
補
選
び
で
、
経
済
界
や
同
党
道
議
、
市
町
村

長
の
多
く
が
国
土
交
通
省
の
局
長
を
推
し
て
調
整

が
難
航
す
る
中
、
鈴
木
氏
は
先
ん
じ
て
無
所
属
で

の
出
馬
を
表
明
。
自
民
、
公
明
両
党
に
推
薦
を
要

請
し
、与
党
候
補
と
な
る
道
を
自
ら
切
り
開
い
た
。

　

ま
た
、
推
薦
を
受
け
た
公
明
党
の
女
性
が
多
く

集
ま
る
集
会
で
は
、
母
子
家
庭
か
ら
都
職
員
、
夕

張
市
長
と
な
り
、
知
事
選
出
馬
を
決
断
す
る
ま
で

の
自
ら
の
苦
労
話
を
語
り
、聴
衆
の
涙
を
誘
っ
た
。

世
論
調
査
な
ど
で
女
性
か
ら
広
く
支
持
を
得
ら
れ

て
い
る
と
み
る
と
、
選
挙
戦
で
「
北
海
道
独
立
宣

言
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
た
石
川
氏
を

念
頭
に
「
国
と
北
海
道
と
市
町
村
が
ス
ク
ラ
ム
を

組
ん
で
課
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

現
実
路
線
を
強
調
。
自
ら
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
冷
静
に
分
析
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
言
動
を
選
び

出
す
鈴
木
氏
の「
政
治
的
嗅
覚
」の
鋭
さ
を
感
じ
た
。

　

一
方
で
、
選
挙
戦
で
の
訴
え
を
聞
い
て
も
、
鈴

散 射 韻

続
へ
努
力
」「
脱
原
発
」
と
争
点
へ
の
姿
勢
を
明

確
に
示
し
て
い
た
が
、
世
論
調
査
や
出
口
調
査
の

結
果
を
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
主
張
に
賛
同
す
る
有

権
者
も
鈴
木
氏
に
投
票
す
る
「
ね
じ
れ
」
が
生
じ

て
い
た
よ
う
だ
。
政
策
以
上
に
鈴
木
氏
の
若
さ
や

清
新
さ
へ
の
期
待
が
大
き
か
っ
た
と
の
見
方
も
あ

る
が
、
野
党
候
補
の
擁
立
が
遅
れ
て
石
川
氏
の
名

前
や
政
策
が
浸
透
で
き
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。

　

立
憲
民
主
党
な
ど
は
衆
院
議
員
の
逢
坂
誠
二
氏

を
知
事
候
補
の
本
命
と
し
な
が
ら
も
、
説
得
に
失

敗
。
鉢
呂
吉
雄
参
院
議
員
、
会
社
経
営
者
ら
に
も

断
ら
れ
、
二
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
石
川
氏
擁
立

が
決
ま
っ
た
。
こ
の
出
遅
れ
が
鈴
木
氏
一
六
二
万

票
、
石
川
氏
九
六
万
票
と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
年
が
明
け
る
前
に
候
補
を
決

め
て
全
道
行
脚
な
ど
を
始
め
て
い
れ
ば
、
も
う
少

し
違
う
闘
い
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
も

思
う
。

　

四
月
二
三
日
に
ス
タ
ー
ト
す
る
鈴
木
道
政
。
ま

ず
は
公
約
実
現
に
向
け
た
態
勢
整
備
の
た
め
、
副

知
事
を
は
じ
め
と
し
た
特
別
職
人
事
が
控
え
る
。

そ
し
て
六
月
後
半
に
開
会
予
定
の
定
例
道
議
会
で

は
、
Ｊ
Ｒ
問
題
や
Ｉ
Ｒ
誘
致
の
是
非
な
ど
が
焦
点

に
な
る
と
み
ら
れ
、
野
党
道
議
の
厳
し
い
質
問
も

予
想
さ
れ
る
。
質
疑
応
答
を
一
字
一
句
す
り
合
わ

せ
る
答
弁
調
整
を
ど
う
改
善
す
る
の
か
に
も
関
心

が
集
ま
る
。
道
庁
も
道
議
会
も
、
新
知
事
を
温
か

く
迎
え
る
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
期
間
」
は
な
さ
そ
う
だ
。

＜

魚＞

木
氏
が
知
事
と
し
て
何
を
実
現
し
た
い
の
か
、
よ

く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
公
約
に
、
外
国
人
観
光
客

年
間
五
〇
〇
万
人
、
道
産
品
輸
出
年
間
一
五
〇
〇

億
円
の
達
成
を
掲
げ
た
が
、
こ
れ
ら
は
道
が
既
に

設
定
し
て
い
る
目
標
そ
の
も
の
で
、
鈴
木
氏
が
知

事
に
な
っ
て
も
な
ら
な
く
て
も
目
指
し
て
い
た
数

字
だ
。

　

争
点
と
な
っ
た
、
カ
ジ
ノ
を
中
心
と
す
る
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
（
Ｉ
Ｒ
）
の
誘
致
の
是
非
に
つ

い
て
は
「
道
の
『
基
本
的
な
考
え
方
』
も
ベ
ー
ス

に
、
道
民
目
線
で
早
期
に
判
断
す
る
」、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
の
路
線
見
直
し
問
題
は
「
道
民
目
線
で
公
共

交
通
を
再
編
す
る
」
と
し
て
、
具
体
的
な
対
応
に

つ
い
て
言
及
し
な
か
っ
た
。

　

Ｉ
Ｒ
の
誘
致
に
つ
い
て
、
道
の
基
本
的
な
考
え

方
で
は
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
が
、
報
道

機
関
の
道
内
世
論
調
査
で
は
反
対
が
半
数
を
占
め

る
。
路
線
問
題
に
つ
い
て
も
、
存
続
を
望
む
地
域

住
民
が
多
い
一
方
で
、
存
続
の
た
め
に
必
要
な
自

治
体
の
財
政
負
担
に
対
し
て
は
反
発
も
根
強
い
。

人
口
八
千
人
台
の
夕
張
市
に
対
し
、
道
内
全
体
は

約
五
三
〇
万
人
。
夕
張
市
の
よ
う
に
市
民
と
の
直

接
対
話
で
課
題
解
決
に
取
り
組
む
手
法
は
、
道
の

ト
ッ
プ
と
し
て
は
難
し
い
。「
道
民
目
線
」
と
い

う
言
葉
は
き
れ
い
だ
が
、
そ
の
多
方
向
に
及
ぶ
目

線
を
ど
う
や
っ
て
く
み
取
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

判
断
す
る
の
か
、
鈴
木
氏
の
今
後
の
対
応
に
注
目

し
た
い
。

　

一
方
、
石
川
氏
は
「
カ
ジ
ノ
反
対
」「
路
線
存

鈴木直道・新知事誕生


